
　昨年、日本 LD 学会は一般社団法人として新し

いスタートを切りました。平成 17 年度に「発達

障害者支援法」が施行され、翌 18 年度には「通

級による指導」の指導対象として、LD、ADHD

が学校教育法にも明記され、平成 19 年度から全

国的に特別支援教育が実施されております。

　これら一連の動向をみるにつけ、皆さんととも

にこの学会がその発展に寄与してきた役割の大き

さをあらためて自負するものです。

　平成 4 年に脆弱な基盤のもとで設立された日本

LD 学会（設立当時、日本 LD 研究会、平成 6 年

より名称を学会に改める）も、医学、教育、心理

学、福祉領域等における専門家、幼、小、中、高

の教師、大学院生、そして保護者らによって構成

され、間もなく、会員数も 7000 人を超えるまで

に成長いたしました。

　一般財団法人化した特別支援教育士資格認定協

会ともども、今後の社会的責務をしっかり果たし

ていく覚悟のもとでの法人化でした。この法人化

移行に当たっては会員の皆さんの絶大なる信頼を

背景に、無事その手続きを完了することができま

した。 その後、定款に基づき、会員約 100 人に

一人を代表する代議員の選挙が実施され、その選

ばれた代議員の方々の互選によって 20 人の理事

が選出され、さらにその中から今回の役員が選ば

れ、新しい体制でのスタートを切ることができま

した。代議員選挙では推薦者がやや絞り込まれ、

若い方々が遠慮された印象を受けました。これら

は次の課題と重く受けとめています。

　私自身、平成 6 年から会長、法人化後は理事長

として皆さんのご協力のもとに代表を務めてまい

りました。今後の学会のさらなる発展を願うと

き、今回の選挙を私の最後の選挙としたいと思う

に至りました。学会の国際的学術研究力、教育・

福祉など政策提言力の向上を学会の次なる目標と

して掲げ、同時に世代交替へのバトンタッチのた

めの準備を私の責務といたす所存です。これらの

思いを理事長就任のご挨拶とし、学会のさらなる

発展に力を注ぎたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。
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